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　近畿地区１位の亀岡、対する北海道２位の湯川、ともにハーフマンツーマンDefでスタートし、落
ち着いてプレーを展開していく。＃４を核にインサイドをカッティングして攻め込む湯川、身長
180cm＃５を外に出して、ドライブ・ジャンプシュートで加点していく亀岡。一進一退の攻防が続
き、１Ｑを
１７－１５で終わる。
　２Ｑ湯川は亀岡の＃５をフェースガードで守る。一方亀岡も、湯川＃４をフェースガードで守
る。互いにエースを抑えながらの攻撃が展開する。しかし、湯川＃４はそれを振り切り、得点を加
える。一方亀岡は、＃５をスクリーンにして、＃４、＃６、＃７がインサイドを攻め込み、得点を
重ねる。３５－２９の湯川６点リードで、前半を折り返す。
　３Ｑ湯川はオールコートマンツーマンDefに変え、粘り強いDefで、＃４のパスカットを皮切り
に、＃６の３連続スティールで、４１－４３と逆転する。たまらずタイムアウトをとる亀岡。しか
し湯川はさらにスティールを重ねる。亀岡は＃６が踏ん張り、２連続得点をするものの、湯川は
ファールも誘い加点し、５６－５１の５点差で３Ｑを終える。
　４Ｑ亀岡は２－２－１ゾーンプレスを仕掛けるが、湯川はそれを破り４点加点し、６０－５１と
差を広げる。たまらずタイムアウトをとる亀岡。ともにDefで粘るが、亀岡は湯川の執拗なDefにな
かなかシュートが決まらず苦しむ。残り２分しのぎを削り、互いにエースが踏ん張り、得点を取り
合うが、亀岡はリングに嫌われる。残り１分７４－６４の１０点差、亀岡は時間を使って攻め逃げ
切った。


